
 

 

 

 

 

 

尾花沢に活力を！③【幼稚園】～自分たちで創り上げた「おばね学」地域貢献～ 

引き続き、本校 3 年生「おばね学」地域貢献活動を紹介します。 

今号は、幼稚園チームの班長の振り返り及び協力いただいた保育園

の先生方の感想です。 
 

■尾花沢幼稚園 

加藤美
み

結
う

さん：園児に「何にかこうかな～？」と優しく話しかけることが

でき、活動を楽しんでくれてうれしかった。園児たちが「おねえちゃん、でき

た～」と持ってきたり「僕もしたい～」と来てくれたりして、一緒に活動して

楽しい思い出ができた。 

大内 基
もとい

さん：タブレットを見ながら園児が遊ぶ手裏剣などをつくった。園

児がとても小さくてかわいかった。園児が聞き取ることのできる声の大きさと

はきはきした話し方を意識することが大事だと学んだ。園児が笑顔になると、

とてもうれしいと感じた。 

石沢さくらさん：幼稚園の子供向けに、分かりやすく楽しめる 50 音すべての

カルタをつくることが難しかった。本番では、思っていたよりも和気あいあい

としていて、仲良く活動ができて元気をもらえた。子供たち、幼稚園の先生、

自分たちがうれしくなるような活動をつくることができたことが良かった。達

成感が大きい。 
 

■協力してくださった幼稚園の先生方の感想 

・カルタ、くるみぼたん作り、レクと 3 チームに分かれて遊んでくれました。

カルタは、尾花沢のことがたくさん分かるユニークな文とかわいい絵ばかり

でした。くるみボタンで作る缶バッジや紙ゴムは、女の子がとても気に入っ

て製作している様子が微笑ましかったです。レクの男子チームは、子供たち

が盛り上がるようにアイディアいっぱいのゲームばかりで、たくさん汗をか

きながら遊んでくれました。どのチームも子供の目線に合わせて優しい言葉

がけをしてくれていたのが印象的でした。今日は素敵な時間、ありがとうご

ざいました。 

・中学生のお兄さん、お姉さんと遊べることを心待ちにしていた「らいおんぐ

みさん」です。あっという間の 1 時間でしたが、とても楽しそうでした。子

供たちの目線になって姿勢を低くしてかかわってくれたり、優しくルールや

作り方を教えてくれたり、子供たちが終始笑顔になる楽しい活動を教えて接

してくれました。 
 

次号でも「おばね学」地域貢献活動を紹介します。          【文責：校長 工藤雅史】 
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し ょ
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まちのさかえは 国の富 はたらくものの よろこびを 
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